
自動車アフターマーケットのフリーペーパー

TAKE FREE￨無料
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Ｓ
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国
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催
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国
大
会
２
０
２
５
開
催

日
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連
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１
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７
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定
時
総
会
・

令
和
６
年
度
事
業
報
告
を
徹
底
解
剖
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MAHLE TechPRO® Digital ADAS 
車両とターゲットの正対補正をデジタル全
自動化
エーミング作業時間の削減と省スペース化
に貢献

ブレーキ部品・ブレーキフルー
ドなどのグローバルブランド
安全基準に厳しい国内外のお客
様に認められ、他の追随を許さ
ない高い品質を提供

教育・機材・部品をワンストップで提供し、  生産性と収益性を両立する整備工場へ導きます

直すだけでは、生き残れない
利益を生む“整備力”で工場を進化させる

Seiken Service Shop

高性能なエンジンオイルや添加剤、
作業効率を向上するサービススプ
レー、トラブルを予防するメンテナ
ンス機器などを提供する、一段上の
プレミアムブランド

EV バッテリー診断
バッテリーの状態を把握
し、寿 命 や 交 換 時 期、
中古車の価格査定などに
役立てる

トラック、バス、トレーラーの
診断を行える汎用スキャンツール
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ソ
フ
ト
が
ク
ル
マ
を
決
め
る
時
代

迫
る
Ｓ
Ｄ
Ｖ
の
波

　

石
井
理
事
長
は
冒
頭
、「
我
々
は

今
、
大
き
な
分
岐
点
に
立
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
単
な
る
変
化
の
兆
し

で
は
な
く
、
避
け
ら
れ
な
い
確
定

し
た
未
来
だ
」
と
強
調
し
た
。

　

世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
Ｅ
Ｖ

化
は
踊
り
場
を
迎
え
つ
つ
あ
る
も

の
の
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
や
合
成
燃

料
な
ど
多
様
化
の
流
れ
は
一
層
強

ま
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
が
ク
ル
マ
の
性
能
や
価
値

を
決
定
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｖ
が
急
速
に
普

及
し
つ
つ
あ
り
、
Ｏ
Ｔ
Ａ
や
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
必
須

と
な
る
時
代
が
目
前
に
迫
っ
て
い

る
。つ
ま
り
、整
備
の
在
り
方
は「
経

験
に
基
づ
く
作
業
」
か
ら
「
情
報

と
デ
ジ
タ
ル
に
基
づ
く
整
備
」
へ

と
根
本
的
な
変
革
を
迫
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

人
材
不
足
を
Ｄ
Ｘ
で
突
破

Ａ
Ｉ
が
整
備
現
場
を
変
え
る

　

国
内
に
視
線
を
戻
す
と
、
少
子

高
齢
化
に
よ
る
人
材
不
足
は
深
刻

さ
を
増
し
て
い
る
。
整
備
士
の
平

均
年
齢
は
す
で
に
47
歳
を
超
え
、

後
継
者
不
足
に
よ
る
廃
業
・
休
業

も
過
去
最
多
の
ペ
ー
ス
で
増
え
て

い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
地
域
の
安

全
・
安
心
を
支
え
る
社
会
イ
ン
フ

ラ
が
揺
ら
ぎ
か
ね
な
い
。

　

そ
こ
で
石
井
氏
は
、「
Ｄ
Ｘ
に
よ

る
生
産
性
向
上
が
唯
一
の
突
破
口

だ
」
と
訴
え
た
。
例
え
ば
Ａ
Ｉ
自

動
調
色
機
は
、
従
来
は
熟
練
者
に

依
存
し
て
い
た
作
業
を
標
準
化
し
、

経
験
の
浅
い
社
員
で
も
即
戦
力
と

し
て
働
け
る
環
境
を
整
え
る
。
こ

う
し
た
技
術
革
新
を
積
極
的
に
導

入
す
る
こ
と
で
、
少
人
数
で
も
効

率
的
に
業
務
を
回
せ
る
体
制
を
実

現
で
き
る
と
説
明
し
た
。

　2025 年 7 月 7 日、東京都内で開催された BS
サミット事業協同組合 全国大会。全国から多くの
組合員が参集し、石井英幸理事長による「あいさつ」
では、自動車アフターマーケットが直面する「確
定した未来」への対応が力強く語られた。
　その後、教育統合委員会と次世代自動車研究委
員会から具体的な事業戦略が発表され、今後の業
界の進むべき方向性が明確に打ち出された。

確
定
し
た
未
来
に
挑
む
―

Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト

全
国
大
会
で
描
か
れ
た

業
界
変
革
の
指
針
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Featured articles｜BS サミット全国大会

全国大会であいさつを述べる石井 英幸理事長

「
整
備
の
魅
力
」
を
取
り
戻
せ

適
正
単
価
と
待
遇
改
善

　

さ
ら
に
石
井
氏
は
、
人
材
確
保

の
た
め
に
は
「
正
当
な
報
酬
」
と

「
魅
力
あ
る
職
場
環
境
」
が
欠
か
せ

な
い
と
指
摘
し
た
。
そ
の
た
め
の

源
泉
が
整
備
修
理
単
価
の
適
正
化

で
あ
る
。
国
交
省
や
損
保
協
会
が

示
し
た
指
針
を
追
い
風
に
、
自
社

の
適
正
価
格
を
算
出
し
、
顧
客
や

保
険
会
社
に
丁
寧
に
説
明
す
る
こ

と
が
必
要
だ
と
い
う
。
組
合
と
し

て
も
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
全
力

で
支
援
し
、
整
備
士
の
待
遇
改
善

に
つ
な
げ
る
考
え
を
示
し
た
。

メ
ー
カ
ー
連
携
が
未
来
を
開
く

次
世
代
・
自
動
運
転
対
応

　

一
方
で
、
次
世
代
自
動
車
や
自

動
運
転
車
へ
の
対
応
は
メ
ー
カ
ー

と
の
連
携
な
し
に
は
不
可
能
で
あ

る
。
Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
が
進
め
て
い

る
ト
ヨ
タ
と
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
提

携
を
さ
ら
に
拡
大
し
、他
メ
ー
カ
ー

と
の
協
力
も
模
索
し
て
い
く
と
し

た
。
ま
た
、
自
動
運
転
車
の
整
備

に
不
可
欠
と
な
る
一
級
自
動
車
整

備
士
資
格
に
つ
い
て
も
、
組
合
員

が
取
得
で
き
る
よ
う
ｅ
ラ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
を
通
じ
た
支
援
策
を
強
化

す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。

信
頼
回
復
の
カ
ギ
は
足
元
に

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
徹
底

　

続
け
て
、「
自
社
は
大
丈
夫
」
と

い
う
慢
心
こ
そ
最
大
の
リ
ス
ク
で

あ
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。
第
三

者
機
関
に
よ
る
模
擬
監
査
を
導
入

し
、
厳
格
な
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

体
制
を
構
築
す
る
こ
と
で
社
会
か

ら
信
頼
さ
れ
る
業
界
運
営
を
徹
底

す
べ
き
だ
と
訴
え
た
。
こ
れ
は
技

術
力
や
顧
客
対
応
力
の
前
提
に
あ

る＂
土
台
〟で
あ
り
、
今
後
の
業
界

発
展
の
根
幹
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

変
化
を
恐
れ
ず
共
に
未
来
を
創
る

　

最
後
に
石
井
氏
は
、ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
の
言
葉
を
引
用
し
た
。「
狂

気
と
は
、
同
じ
行
動
を
繰

り
返
し
な
が
ら
違
う
結

果
を
望
む
こ
と
」。
そ
し

て
「
Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
も
変

化
を
恐
れ
ず
、
変
化
を
受

け
入
れ
、
新
し
い
モ
ビ
リ

テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
を
創
造
し

て
い
く
組
織
で
あ
り
た

い
」と
力
強
く
呼
び
か
け
、

あ
い
さ
つ
を
締
め
括
っ
た
。

教
育
統
合
委
員
会
：

人
材
と
組
織
を
変
革
す
る

″
教
育
革
命
″

　

続
い
て
教
育
統
合
委
員
会
が
登

壇
し
、
組
合
全
体
を
対
象
と
し
た

横
断
的
な
教
育
計
画
を
発
表
し
た
。

　

こ
れ
は
、
理
事
長
が
提
示
し
た

「
確
定
し
た
未
来
」
に
対
応
す
る
た

め
、
既
存
の
委
員
会
の
枠
を
超
え

て
推
進
さ
れ
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

今
年
度
の
重
点
に
つ
い
て

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修

	

第
三
者
監
査
や
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

ク
を
通
じ
、
業
界
の
信
頼
性
を

確
立
。

適
正
価
格
交
渉
の
研
修

	
経
営
層
を
対
象
に
国
交
省
の
指

針
を
徹
底
し
、
組
合
員
自
ら
が

適
正
な
修
理
見
積
も
り
を
提
示

で
き
る
体
制
を
構
築
。

フ
ロ
ン
ト
研
修
の
再
開

	

顧
客
説
明
や
見
積
り
の
透
明
性

を
高
め
る
研
修
を
全
国
で
展
開
。

　

さ
ら
に
、
ト
ヨ
タ
と
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
提
携
を
は
じ
め
、メ
ー
カ
ー

や
保
険
会
社
、
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

会
社
な
ど
と
の
連
携
強
化
も
進
め

る
。
委
員
会
は
「
組
合
員
一
人
ひ

と
り
が
仲
間
と
共
に
学
び
、
成
長

し
続
け
る
こ
と
で
、
モ
ビ
リ
テ
ィ

社
会
を
支
え
る
人
材
を
創
出
す
る
」

と
結
ん
だ
。

次
世
代
自
動
車
研
究
委
員
会
：

Ｏ
Ｂ
Ｄ
と
Ａ
Ｉ
で
拓
く

″
未
来
整
備
″

　

次
世
代
自
動
車
研
究
委
員
会
は
、

ま
ず
昨
年
10
月
に
開
始
さ
れ
た
Ｏ

Ｂ
Ｄ
車
検
へ
の
対
応
を
振
り
返
っ

た
。
検
査
車
両
の
特
定
Ｄ
Ｔ
Ｃ
確

認
を
作
業
前
後
に
行
う
こ
と
の
重

要
性
を
全
組
合
員
に
周
知
し
、
顧

客
が
安
心
し
て
車
検
を
迎
え
ら
れ

る
体
制
を
整
え
た
と
報
告
し
た
。

　

そ
の
う
え
で
、
今
後
の
施
策
と

し
て
以
下
を
提
示
し
た
。

予
防
整
備

	

Ｅ
Ｖ
や
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｓ
の
不
具
合
を

未
然
に
防
ぐ
整
備
体
系
の
確
立
。

機
能
回
復
整
備

	

外
観
修
理
に
留
ま
ら
ず
、
安
全

機
能
を
含
め
た
総
合
的
な
修
復

技
術
を
求
め
る
時
代
へ
の
対
応
。

Ｂ
Ｓ
エ
ビ
デ
ン
ス
シ
ス
テ
ム
の
進
化

	

写
真
や
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
作

業
内
容
を
顧
客
に
わ
か
り
や
す

く
伝
え
る
仕
組
み
を
強
化
。

　

さ
ら
に
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
も

踏
み
込
ん
だ
。
エ
ラ
ー
コ
ー
ド
解

析
や
カ
ラ
ー
判
定
、
教
育
資
料
作

成
な
ど
の
実
例
を
紹
介
し
、「
整
備

士
が
Ａ
Ｉ
を
使
い
こ
な
す
力
が
新

し
い
武
器
に
な
る
」
と
強
調
し
た
。

挑
戦
と
協
働
で

　″
勝
ち
抜
く
″
業
界
へ

　

大
会
全
体
を
通
じ
て
貫
か
れ
た

の
は
「
変
化
は
リ
ス
ク
で
あ
る
と

同
時
に
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
」
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。
理

事
長
の
あ
い
さ
つ
で
示
さ
れ
た
危

機
感
と
希
望
、
そ
し
て
教
育
・
研

究
両
委
員
会
の
戦
略
は
、ア
フ
タ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
業
界
が
次
の
10
年
を

＂
生
き
残
る
〟の
で
は
な
く
＂
勝
ち

抜
く
〟た
め
の
道
標
と
な
っ
た
。
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Seiken Service Shop
全国大会 2025開催

明治産業が描く
次世代整備ネットワークの未来像

　

２
０
２
５
年
６
月
18
日
、
明
治

産
業
株
式
会
社
は
東
京
都
内
に
お

い
て
「Seiken Service Shop

全

国
大
会
２
０
２
５
」
を
開
催
し
た
。

　

全
国
各
地
か
ら
加
盟
店
の
整
備

事
業
者
や
関
係
各
社
が
参
加
し
、

Seiken Service Shop

（
以
下
Ｓ

Ｓ
Ｓ
）
の
現
状
と
今
後
の
展
望
に

つ
い
て
共
有
が
行
わ
れ
た
。

Ｓ
Ｓ
Ｓ
の
現
状
と
今
後
の
方
向
性

　

明
治
産
業
が
展
開
す
る
Ｓ
Ｓ
Ｓ

は
、
現
在
約
70
社
も
の
整
備
事
業

者
が
加
盟
す
る
全
国
規
模
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
だ
。
加
盟
店
は
技
術
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
、
最
新
の
自
動
車
整

備
情
報
の
提
供
な
ど
多
角
的
な
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、

整
備
工
場
の
経
営
基
盤
強
化
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

今
大
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
乗
用

車
中
心
で
あ
っ
た
活
動
領
域
を
さ

ら
に
拡
大
し
、
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス

と
い
っ
た
大
型
車
分
野
へ
の
対
応

強
化
や
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
・
Ｅ

Ｖ
（
電
気
自
動
車
）
へ
の
本
格
対

応
を
進
め
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
従
来
の
整
備
領
域
を
超

え
、
ド
ロ
ー
ン
整
備
や
Ａ
Ｉ
技

術
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
支
援
と

い
っ
た
新
た
な
テ
ー
マ
に
も
挑
戦

す
る
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
可
能
性
が
大
き
く
広

が
る
こ
と
を
予
感
さ
せ
た
。

チ
ー
フ
ト
レ
ー
ナ
ー
に
よ
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

大
会
で
は
、seiken e-

ガ
レ
ー

ジ
チ
ー
フ
ト
レ
ー
ナ
ー
・
小
野
氏

に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。
小
野

氏
は
「
車
が
変
化
し
て
い
る
以
上
、

整
備
も
変
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
」

と
切
り
出
し
、
次
世
代
に
求
め
ら

れ
る
整
備
現
場
の
姿
を
具
体
的
に

示
し
た
。

1.	

大
型
車
・
商
用
車
分
野
へ
の

挑
戦

　

こ
れ
ま
で
Ｓ
Ｓ
Ｓ
は
国
産
乗
用

車
を
中
心
に
展
開
し
て
き
た
が
、

今
後
は
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
と
い
っ

た
大
型
車
両
に
も
対
応
を
広
げ
て

い
く
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
ス
ペ

イ
ン
の
診
断
機
メ
ー
カ
ー
「Jal 

test

」
と
協
力
し
、
大
型
車
両
用

テ
ス
タ
ー
を
日
本
市
場
に
導
入
す

る
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

小
野
氏
は「
今
回
の
オ
ー
ト
サ
ー

今後の展望を語る竹内社長
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ビ
ス
シ
ョ
ー
でJal test

の
専
用

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
商
用
車
整
備

の
先
駆
的
な
取
り
組
み
を
一
体
感

で
き
る
」
と
説
明
し
た
。

2.	

Ｅ
Ｖ
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
へ
の

対
応

　

電
動
化
が
進
む
自
動
車
市
場
に

お
い
て
、
整
備
工
場
が
直
面
す
る

最
大
の
課
題
は
「
整
備
需
要
の
変

化
」
で
あ
る
。
Ｅ
Ｖ
は
エ
ン
ジ
ン

を
搭
載
し
な
い
た
め
、
従
来
の
消

耗
品
需
要
が
大
幅
に
減
少
す
る
。

　

小
野
氏
は
「
整
備
売
上
が
減
少

す
る
中
で
、
高
電
圧
バ
ッ
テ
リ
ー

の
診
断
・
修
理
ビ
ジ
ネ
ス
が
新
た

な
収
益
源
に
な
る
」
と
強
調
。
テ

ス
タ
ー
や
絶
縁
工
具
、
リ
フ
ト
な

ど
の
専
用
設
備
の
導
入
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
さ
ら
に
、

バ
ッ
テ
リ
ー
リ
ペ
ア
や
リ
サ
イ
ク

ル
に
関
す
る
法
制
度
の
課
題
に
も

触
れ
、「
今
後
の
整
備
業
界
で
の
重

要
な
ビ
ジ
ネ
ス
領
域
」
と
位
置
づ

け
た
。

3. 	

ド
ロ
ー
ン
整
備
へ
の
展
望

　

小
野
氏
は
、
従
来
の
自
動
車
整

備
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ド
ロ
ー
ン
分

野
へ
の
展
開
に
も
言
及
し
た
。
明

治
産
業
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
Ｓ
Ｐ

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
社
と
提
携
し
、

ド
ロ
ー
ン
整
備
や
「
ド
ロ
ポ
ー
ト

（
自
動
着
陸
・
バ
ッ
テ
リ
ー
交
換
シ

ス
テ
ム
）」
の
研
究
を
進
め
て
い
る

と
い
う
。
水
資
源
管
理
や
監
視
業

務
に
活
用
さ
れ
る
ド
ロ
ー
ン
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
需
要
は
今
後
急
速
に

拡
大
す
る
見
込
み
で
あ
り
、
Ｓ
Ｓ

Ｓ
の
新
た
な
成
長
領
域
に
な
る
と

展
望
を
語
っ
た
。

4. 	

Ａ
Ｉ
・
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

　

講
演
で
は
、
Ａ
Ｉ
活
用
に
つ
い

て
も
具
体
的
な
構
想
が
示
さ
れ
た
。

　

例
え
ば
、
車
両
を
カ
メ
ラ
で
認

識
し
て
自
動
的
に
必
要
な
整
備
手

順
を
提
示
す
る
シ
ス
テ
ム
や
、
ア

ラ
イ
メ
ン
ト
作
業
時
に
Ａ
Ｉ
が
手

順
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
組
み
な
ど

で
あ
る
。
小
野
氏
は
「
ト
ラ
ブ
ル

シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
Ａ
Ｉ
が
支
援

す
る
こ
と
で
、
効
率
的
で
確
実
な

整
備
が
可
能
に
な
る
」
と
述
べ
、

将
来
的
に
は
自
動
運
転
車
や
コ
ネ

ク
テ
ッ
ド
カ
ー
整
備
に
も
Ａ
Ｉ
が

欠
か
せ
な
い
存
在
に
な
る
と
の
認

識
を
示
し
た
。

5. 	

グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
の
連
携

　

明
治
産
業
は
自
動
車
ア
フ
タ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
け
る
グ
ロ
ー

バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る

T
EM
O
T

（
テ
ィ
モ
ッ
ト
）」
と
も

連
携
し
、
ｅ-

ラ
ー
ニ
ン
グ
や
Ｖ

Ｒ
を
活
用
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

拡
充
し
て
い
る
。
既
に
11
コ
ー
ス

の
整
備
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
稼
働

し
て
お
り
、
今
後
は
12
コ
ー
ス
へ

拡
大
予
定
。
小
野
氏
は
「
Ｖ
Ｒ
に

よ
る
タ
イ
ヤ
交
換
な
ど
、
実
習
に

近
い
体
験
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
供

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
述
べ
、

時
代
に
即
し
た
教
育
体
制
の
進
化

を
強
調
し
た
。

商
品
紹
介
と
パ
ー
ト
ナ
ー

メ
ー
カ
ー
の
取
り
組
み

　

大
会
で
は
小
野
氏
の
講
演
に
加

え
、
明
治
産
業
が
取
り
扱
う
主
要

部
品
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
プ
レ
ゼ
ン

も
実
施
さ
れ
た
。
フ
ィ
ル
タ
ー
や

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
バ
ッ
テ
リ
ー
と

い
っ
た
主
要
消
耗
品
に
関
す
る
最

新
技
術
の
紹
介
に
加
え
、海
外
メ
ー

カ
ー
と
の
協
業
や
新
製
品
の
説
明

も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
た
。

　

ま
た
、
Ｓ
Ｓ
Ｓ
独
自
の
新
た
な

整
備
補
助
制
度
に
つ
い
て
も
構
想

が
紹
介
さ
れ
、
整
備
業
界
の
経
営

課
題
に
寄
り
添
う
取
り
組
み
が
披

露
さ
れ
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
大
と

　
　
未
来
へ
の
展
望

　

講
演
の
最
後
に
、小
野
氏
は
「
Ｓ

Ｓ
Ｓ
が
現
在
以
上
に
広
ま
り
、
技

術
力
の
高
い
整
備
工
場
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
し
て
評
価
・
共
有
さ
れ

る
こ
と
が
理
想
だ
」
と
語
っ
た
。

そ
の
た
め
に
は
、
乗
用
車
の
み
な

ら
ず
、
商
用
車
、
Ｅ
Ｖ
、
さ
ら
に

は
ド
ロ
ー
ン
整
備
ま
で
幅
広
い
分

野
を
網
羅
す
る
必
要
が
あ
る
と
強

調
。
Ｓ
Ｓ
Ｓ
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を

高
め
る
こ
と
で
加
盟
店
の
経
営
力

を
強
化
し
、
業
界
全
体
の
発
展
に

寄
与
す
る
考
え
を
示
し
た
。

最
後
に

　
「Seiken Service Shop

全
国

大
会
２
０
２
５
」
は
、
単
な
る
情

報
共
有
の
場
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自

動
車
整
備
業
界
の
未
来
を
切
り
拓

く
た
め
の
方
向
性
を
示
し
た
意
義

深
い
大
会
と
な
っ
た
。
明
治
産
業

が
描
く
Ｓ
Ｓ
Ｓ
の
今
後
の
姿
は
、

乗
用
車
か
ら
商
用
車
、
Ｅ
Ｖ
、
さ

ら
に
は
ド
ロ
ー
ン
ま
で
を
視
野
に

入
れ
た
次
世
代
整
備
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
Ａ

Ｉ
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
、
国

際
的
な
技
術
連
携
、
そ
し
て
加
盟

店
と
の
強
固
な
協
働
体
制
が
不
可

欠
だ
。

　

整
備
業
界
が
大
き
な
変
革
期
を

迎
え
る
中
Ｓ
Ｓ
Ｓ
の
挑
戦
は
、
今

後
の
自
動
車
整
備
業
界
の
動
向
を

占
う
上
で
大
き
な
注
目
を
集
め
て

い
く
に
違
い
な
い
。
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大手企業が進出するなど、自動車販売のひとつとして定
着したマイカーリース。今から四半世紀前に個人向け
リースを再構築し、「スーパー乗るだけセット」という
キャッチーな商品として展開、マイカーリースの生みの
親となった沖縄市の西自動車商会、津嘉山 修社長にマ
イカーリースの現状、そして今後の見通しを訊いた。

独占トップインタビュー

TOP INTERVIEW
株式会社西自動車商会 ｜ 代表取締役　津嘉山 修 氏

︱
︱ 

マ
イ
カ
ー
リ
ー
ス
を
ス
タ
ー

ト
し
、
27
年
。
と
り
わ
け
、
全
国

展
開
を
図
っ
た
「
ス
ー
パ
ー
乗
る

だ
け
セ
ッ
ト
」
で
マ
イ
カ
ー
リ
ー

ス
を
全
国
区
に
し
て
か
ら
、
20
年

が
経
っ
た
。

　

私
は
創
業
者
の
義
父
が
病
に
倒

れ
た
こ
と
で
、
西
自
動
車
商
会
に

入
社
し
た
。
当
時
、
会
社
は
莫
大

な
負
債
を
抱
え
、
倒
産
寸
前
の
状

況
で
社
長
に
就
任
し
、
ほ
ぼ
休
日

も
な
く
車
検
の
営
業
を
行
っ
た
。

一
年
目
で
車
検
台
数
を
５
０
０
台

に
伸
ば
し
た
が
、
お
客
様
の
中
に

は
少
な
か
ら
ず
他
店
で
中
古
車
を

購
入
す
る
人
が
出
る
た
め
、
会
社

を
存
続
さ
せ
る
に
は
、
毎
年
新
規

の
お
客
様
を
獲
得
し
続
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
創
業
社
長
の
時
代
、

中
古
車
販
売
を
し
て
い
た
当
時
、

必
然
的
に
車
検
は
弊
社
に
入
庫
し

て
お
り
、
ク
ル
マ
は
買
っ
た
お
店

で
車
検
を
行
う
の
が
基
本
だ
。
や

は
り
、
ク
ル
マ
を
売
る
こ
と
が
車

検
や
整
備
の
基
盤
に
な
る
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
前
職
で
あ

る
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
で
カ
ー
リ
ー

ス
事
業
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
思

い
出
し
た
。
調
べ
て
い
く
と
Ｇ
Ｅ

キ
ャ
ピ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
が
個
人
向

け
カ
ー
リ
ー
ス
を
展
開
す
る
タ
イ

ミ
ン
グ
で
あ
り
、
Ｇ
Ｅ
傘
下
の
企

業
が
取
引
先
の
部
品
商
で
あ
る
と

い
う
縁
も
あ
っ
て
、
個
人
向
け
マ

イ
カ
ー
リ
ー
ス
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

︱
︱ 

ま
さ
に
背
水
の
陣
か
ら
の
大

逆
転
で
「
ス
ー
パ
ー
乗
る
だ
け
セ
ッ

ト
」
が
生
ま
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
１
台
も
新
車
を
売
っ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
弊
社
が
ス

タ
ー
ト
初
年
度
の
５
カ
月
で
11

台
を
販
売
し
、
翌
年
度
は
80

台
、
３
年
目
２
５
０
台
、
以
降

３
６
０
、４
２
０
台
と
販
売
を
伸
ば

し
た
。
前
職
か
ら
の
経
験
で
リ
ー

ス
の
仕
組
み
を
知
っ
て
お
り
、
対

等
な
形
で
リ
ー
ス
会
社
と
話
し
を

進
め
て
い
っ
た
こ
と
で
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
付
き
の
、
お
客
様
は
乗
る

だ
け
と
い
う
「
ス
ー
パ
ー
乗
る
だ

け
セ
ッ
ト
」
が
生
ま
れ
た
。

︱
︱ 

今
で
こ
そ
、
所
有
に
こ
だ
わ

ら
な
い
ク
ル
マ
の
乗
り
方
が
増
え

て
き
た
が
、
四
半
世
紀
前
は
そ
う

で
は
な
か
っ
た
。「
ス
ー
パ
ー
乗
る

だ
け
セ
ッ
ト
」
が
受
け
入
れ
ら
れ

た
の
は
ど
う
い
う
理
由
か
ら
か
。

　

リ
ー
ス
会
社
側
の
考
え
と
ク
ル

マ
を
売
る
側
の
考
え
の
両
方
を
理

解
し
て
い
る
人
が
い
な
か
っ
た
。

整備工場型マイカーリースが
お客様・整備工場・地域に
最善の提案であり続ける

西自動車商会登川本店。2019 年 6 月に新社屋をオープン。西自動車商会登川本店。2019 年 6 月に新社屋をオープン。
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そ
の
両
方
の
立
場
を
理
解
し
て
い

る
の
は
唯
一
、
私
だ
け
だ
っ
た
と

感
じ
て
い
る
。
そ
の
売
る
側
の
理

解
不
足
が
大
き
い
。
か
つ
て
同
業

の
整
備
事
業
者
と
話
し
を
す
る
と
、

十
人
中
十
人
か
ら
マ
イ
カ
ー
リ
ー

ス
の
ダ
メ
出
し
を
い
た
だ
い
た
。

①	

リ
ー
ス
は
法
人
の
経
費
と
し
て

計
上
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

が
、
個
人
に
は
な
い

②	

リ
ー
ス
の
仕
組
み
が
分
か
り
に

く
く
、
そ
ん
な
や
や
こ
し
い
買

い
方
を
す
る
人
は
い
な
い

③	

リ
ー
ス
を
や
っ
て
も
工
場
は
儲

か
ら
な
い

と
い
う
意
見
だ
。
こ
れ
ら
の
否
定

を
ひ
っ
く
り
返
し
て
や
ろ
う
と

思
っ
た
。
お
客
様
メ
リ
ッ
ト
は
車

両
代
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
税
金
の

３
点
を
セ
ッ
ト
に
す
る
こ
と
で
、

単
品
で
車
検
や
整
備
を
受
け
に
来

る
人
よ
り
も
安
価
に
設
定
す
る
料

金
体
系
を
訴
求
し
た
。

　

②
に
つ
い
て
は
残
価
設
定
、
ボ
ー

ナ
ス
払
い
の
ル
ー
ル
を
変
更
す
る

こ
と
で
、
お
客
様
が
比
較
検
討
し

や
す
い
よ
う
金
額
表
示
を
工
夫

し
た
。
リ
ー
ス
の
仕
組
み
自
体

は
変
え
ら
れ
な
い
が
、
お
客
様
へ

の
見
せ
方
や
提
示
の
仕
方
は
工
夫

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、

定
額
表
示
で
ワ
ゴ
ン
Ｒ
を
月
々

１
万
９
８
０
０
円
と
提
示
（
ボ
ー

ナ
ス
払
い
６
万
円
）
す
る
と
、「
本

当
に
こ
の
金
額
で
新
車
が
乗
れ
る

の
か
」
と
い
っ
た
お
問
い
合
わ
せ

が
多
く
な
っ
た
。
中
古
車
と
比
較

検
討
が
し
や
す
く
な
っ
た
か
ら
だ
。

マ
イ
カ
ー
リ
ー
ス
で
定
額
表
示
を

し
た
の
は
弊
社
が
初
め
て
だ
ろ
う

と
自
負
し
て
い
る
。
他
に
も
金
利

や
名
義
、
リ
ー
ス
で
も
自
由
に
乗

れ
る
こ
と
を
易
し
く
説
明
し
て
、

分
か
り
に
く
さ
の
解
消
に
務
め
た
。

沖
縄
県
は
中
古
車
の
需
要
が
圧
倒

的
に
多
か
っ
た
。
マ
イ
カ
ー
リ
ー

ス
の
メ
リ
ッ
ト
を
分
か
り
や
す
く

説
明
す
る
こ
と
で
新
車
に
乗
れ
る

喜
び
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
こ
と

が
大
き
い
。
沖
縄
県
に
新
車
が
走

る
よ
う
に
な
り
、
景
色
は
変
わ
っ

た
。
そ
の
分
、
自
然
環
境
へ
の
負

荷
も
減
っ
た
。

　

③
の
リ
ー
ス
は
儲
か
ら
な
い
と

い
う
意
見
の
多
く
は
下
請
し
て
い

る
整
備
事
業
者
か
ら
の
声
で
あ
る
。

ご
承
知
の
よ
う
に
下
請
の
場
合
、

レ
ス
率
が
あ
る
の
で
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
は
利
益
が
少
な
い
。

︱
︱ 

こ
の
数
年
で
マ
イ
カ
ー
リ
ー

ス
は
大
手
企
業
も
取
り
組
み
始
め

る
な
ど
、
ク
ル
マ
購
入
の
選
択
肢

の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
。
こ
の
状
況

を
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
か
。

　

今
や
マ
イ
カ
ー
リ
ー
ス
を
扱
っ

て
い
な
い
Ｆ
Ｃ
は
な
い
だ
ろ
う
。

Ｓ
Ｓ
や
カ
ー
用
品
店
で
も
マ
イ

カ
ー
リ
ー
ス
の
メ
ニ
ュ
ー
を
持
っ

て
い
る
。
様
々
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
が

マ
イ
カ
ー
リ
ー
ス
を
始
め
た
が
、

そ
の
目
的
は
各
業
態
で
異
な
る
。

例
え
ば
中
古
車
業
界
が
行
う
マ
イ

カ
ー
リ
ー
ス
は
、
良
質
な
中
古
車

の
仕
入
れ
が
目
的
の
た
め
、
５
年

で
代
替
さ
せ
る
よ
う
高
残
価
で
支

払
い
金
額
を
設
定
し
て
い
る
。
ま

た
、
Ｓ
Ｓ
の
場
合
は
油
外
収
益
、

カ
ー
用
品
店
で
は
用
品
販
売
と
の

シ
ナ
ジ
ー
を
求
め
て
、
マ
イ
カ
ー

リ
ー
ス
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
業
態
の
都
合
と
思
惑
で
マ
イ

カ
ー
リ
ー
ス
が
成
熟
し
て
き
た
。

︱
︱ 

競
争
は
激
し
く
な
っ
て
い
る

か
。

　
「
ス
ー
パ
ー
乗
る
だ
け
セ
ッ
ト
」

は
現
在
、
２
２
７
社
が
ボ
ラ
ン
タ

リ
ー
チ
ェ
ー
ン
に
加
盟
し
て
い
る
。

整
備
工
場
が
新
車
を
売
り
な
が
ら
、

自
社
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
確
保
す

る
の
が
目
的
だ
。
お
客
様
と
長
い

お
付
き
合
い
を
し
た
い
か
ら
、
車

両
残
価
は
低
く
抑
え
て
い
る
。
一

見
す
る
と
、
他
業
態
の
マ
イ
カ
ー

リ
ー
ス
と
変
わ
ら
な
い
が
、
私
ど

も
が
思
う
お
客
様
へ
の
気
持
ち
、

対
応
な
ど
も
含
め
る
と
、
目
的
と

心
構
え
が
違
う
。「
ス
ー
パ
ー
乗

る
だ
け
セ
ッ
ト
」
を
選
ぶ
お
客
様

が
そ
う
い
う
部
分
に
気
付
き
、
改

め
て
整
備
工
場
が
提
供
す
る
マ
イ

カ
ー
リ
ー
ス
、「
ス
ー
パ
ー
乗
る
だ

け
セ
ッ
ト
」
の
評
価
に
繋
が
っ
て

い
る
。
実
際
弊
社
で
は
す
で
に
そ

う
い
う
変
化
が
起
き
て
い
る
。
一

回
他
社
で
買
っ
た
お
客
様
が
戻
っ

て
き
た
り
、「
西
自
動
車
商
会
の

『
ス
ー
パ
ー
乗
る
だ
け
セ
ッ
ト
』
の

方
が
良
か
っ
た
」
と
い
う
評
価
を

聞
く
機
会
が
多
く
な
っ
た
。

︱
︱ 

28
年
も
の
歴
史
を
持
つ
、
マ

イ
カ
ー
リ
ー
ス
の
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
で
あ
る
御
社
の
ユ
ー
ザ
ー
動

向
で
気
付
い
た
点
は
？

　

リ
ー
ス
ア
ッ
プ
し
た
ら
、
買
い

取
っ
て
自
分
名
義
の
ク
ル
マ
に
す

る
お
客
様
が
多
い
だ
ろ
う
と
予
測

し
て
い
た
。
実
際
そ
う
す
る
お
客

様
が
一
定
数
い
ら
っ
し
ゃ
る
が
、

そ
の
場
合
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
ご
自

身
で
予
約
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
そ
う
し
た
お
客
様
は

自
己
管
理
が
で
き
ず
、「
そ
の
ま
ま

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
て
貰
う
ほ
う

が
楽
で
良
か
っ
た
」
と
い
う
お
客

様
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
７
年
以

降
は
月
額
料
金
を
下
げ
て
再
リ
ー

ス
と
い
う
選
択
肢
を
つ
く
っ
た
。

実
際
に
そ
れ
を
選
ぶ
お
客
様
が
多

く
な
っ
て
い
る
。

　
「
ス
ー
パ
ー
乗
る
だ
け
セ
ッ
ト
」

は
お
客
様
の
生
涯
顧
客
化
が
目
的

で
開
発
し
た
。
今
で
は
一
家
全

員
が
「
ス
ー
パ
ー
乗
る
だ
け
セ
ッ

ト
」
を
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
ケ
ー
ス
や
、
28
年
間
ず
っ
と
弊

社
の
マ
イ
カ
ー
リ
ー
ス
で
新
車
を

乗
り
継
い
で
い
る
お
客
様
が
い
る
。

長
年
や
っ
て
き
た
中
で
生
涯
顧
客

と
い
う
目
的
は
達
成
で
き
て
い
る

と
感
じ
て
い
る
。
ま
た
、
サ
ブ
ス

ク
リ
プ
シ
ョ
ン
と
い
う
支
払
い
が

一
般
的
と
な
っ
て
き
た
。
マ
イ
カ
ー

リ
ー
ス
は
新
車
の
サ
ブ
ス
ク
と
し

て
、
今
後
も
拡
大
し
続
け
て
い
く

だ
ろ
う
。



13     12

─ 

冒
頭
挨
拶

喜
谷
会
長
が
示
し
た
危
機
感

と
覚
悟

　
「
自
動
車
業
界
は
、
今
１
０
０
年

に
一
度
と
も
言
わ
れ
る
大
変
革
の

時
代
に
あ
る
」。

　

こ
れ
は
近
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
業

界
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
も
繰
り
返
し
語
ら
れ
て
き

た
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
が
、
そ
れ
を
最

も
現
場
で
実
感
し
て
い
る
の
が

我
々
整
備
業
界
の
人
間
だ
ろ
う
。

　

日
整
連
第
１
１
７
回
定
時
総
会

の
壇
上
で
、
喜
谷
辰
夫
会
長
が
放
っ

た
言
葉
は
、
決
し
て
抽
象
的
な
決

意
表
明
で
は
な
い
。
電
動
車
の
普

及
、
代
替
燃
料
車
、
自
動
運
転
技

術
の
進
展
、
さ
ら
に
は
Ｄ
Ｘ
の
加

速
―
。
こ
の
複
合
的
な
波
は
、
今

全
国
の
整
備
工
場
に
新
た
な
知
識
、

技
術
、
設
備
投
資
、
そ
し
て
人
材

確
保
と
い
う
四
重
苦
を
突
き
つ
け

て
い
る
。

　

喜
谷
会
長
は
「
昨
年
10
月
か
ら

の
Ｏ
Ｂ
Ｄ（
車
載
式
故
障
診
断
装

置
）を
使
用
し
た
検
査
の
導
入
は
そ

の
象
徴
だ
」
と
言
う
。
目
の
前
の

整
備
技
術
が
高
度
化
す
る
一
方
で
、

業
界
を
支
え
る
人
材
の
高
齢
化
、

慢
性
的
な
人
手
不
足
は
一
向
に
解

決
さ
れ
な
い
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、「
事
業
運
営
の
効

率
化
、
生
産
性
向
上
、
そ
し
て
健

全
な
経
営
の
徹
底
、
人
材
確
保
に

至
る
ま
で
、
山
積
す
る
課
題
に
真

正
面
か
ら
向
き
合
う
の
が
我
々
の

使
命
だ
」
と
強
調
し
た
。
総
会
に

集
ま
っ
た
各
地
域
の
整
備
振
興
会

代
表
者
の
表
情
に
は
、
そ
の
覚
悟

が
確
か
に
共
有
さ
れ
て
い
た
。

─ 
業
界
振
興
・
活
性
化

「
整
備
業
の
社
会
的
価
値
を
ど

う
可
視
化
す
る
か
」

ビ
ジ
ョ
ン
Ⅱ
の
普
及
と
営
業

支
援
の
現
場

　

日
整
連
の
事
業
報
告
で
最
も
文

字
数
を
割
い
て
い
る
の
が
「
業
界

振
興
・
活
性
化
対
策
」
だ
。
こ
こ

に
こ
そ
、
整
備
業
の
未
来
を
変
え

る
ヒ
ン
ト
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
「
自
動
車
整
備
業
ビ
ジ
ョ

ン
Ⅱ
」。
こ
れ
は
２
０
１
４
年
に
策

定
さ
れ
た
「
ビ
ジ
ョ
ン
Ⅰ
」
を
土

台
に
、
よ
り
現
場
視
点
に
立
っ
た

経
営
強
化
モ
デ
ル
と
し
て
全
国
に

浸
透
を
図
っ
て
い
る
。

　

今
年
度
は
「
簡
易
経
営
自
己
診

断
シ
ス
テ
ム
」
や
「
レ
バ
ー
レ
ー

ト
算
出
ソ
フ
ト
」
の
改
訂
に
取
り

組
み
、
全
国
の
事
業
者
が
自
ら
の

収
益
構
造
を
把
握
し
や
す
く
な
っ

た
。
特
に
、
独
立
行
政
法
人
中
小

企
業
基
盤
整
備
機
構
と
の
連
携
に

よ
り
、
中
小
規
模
の
整
備
工
場
で

も
気
軽
に
使
え
る
ツ
ー
ル
と
し
て

１
０
０
年
に
一
度
の
変
革
期
を
乗
り
越
え
る
自
動
車
整
備
業
界
の
現
在
地

日
整
連
第
１
１
７
回
定
時
総
会
・

令
和
６
年
度
事
業
報
告
を
徹
底
解
剖
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整
備
振
興
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
展
開
し
て
い
る
点
が
大
き
い
。

　

加
え
て
注
目
す
べ
き
は
、
ユ
ー

ザ
ー
と
の
接
点
を
増
や
す
「
整
備

工
場
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
支
援

シ
ス
テ
ム
」。
ユ
ー
ザ
ー
が
ス
マ
ホ

か
ら
で
も
近
隣
の
優
良
整
備
工
場

を
検
索
で
き
る
仕
組
み
を
準
備
中

だ
。

　
「
価
格
だ
け
で
選
ば
れ
る
の
で

は
な
く
、
確
か
な
技
術
を
持
つ
整

備
工
場
に
正
当
な
報
酬
が
還
元
さ

れ
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
」

と
担
当
者
は
語
る
。

─ 

人
材
確
保
の
最
前
線

若
年
層
に
響
く
ア
プ
ロ
ー
チ
を

　

人
材
確
保
対
策
は
、
か
つ
て
な

い
ほ
ど
多
様
な
チ
ャ
ネ
ル
を
活
用

し
て
い
る
の
が
今
年
度
の
特
徴
だ
。

全
国
の
高
等
学
校
６
０
２
校
を
訪

問
し
、
整
備
士
の
仕
事
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
す
る
地
道
な
活
動
に
加
え
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活

用
し
た
発
信
に
も
本
腰
を
入
れ
た
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の

テ
ー
ブ
ル
ス
テ
ッ
カ
ー
広
告
は
、

「
謎
解
き
」
を
フ
ッ
ク
に
し
た
ク
イ

ズ
形
式
の
広
告
で
、
学
生
層
に
向

け
て
自
動
車
整
備
士
の
仕
事
を
自

然
に
知
っ
て
も
ら
う
工
夫
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
広
告
は
全
国
２
５
０
店
舗
、

学
生
が
集
ま
り
や
す
い
繁
華
街
に

集
中
展
開
し
、
回
答
ペ
ー
ジ
の
Ｐ

Ｖ
は
２
万
近
く
に
上
っ
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
国
交
省
作
成
の
Ｐ
Ｒ
ポ

ス
タ
ー
の
無
償
配
布
や
、
高
校
の

二
種
養
成
施
設
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
、

現
場
の
声
を
吸
い
上
げ
な
が
ら
、

一
人
で
も
多
く
の
若
者
に
整
備
士

の
道
を
意
識
し
て
も
ら
う
仕
掛
け

を
広
げ
た
。

─ 

整
備
業
の
健
全
化
と
特
定

整
備
認
証

「
点
検
の
高
度
化
」と「
料
金
の

適
正
化
」は
車
の
未
来
の
安
心

に
つ
な
が
る

　

特
定
整
備
認
証
の
取
得
支
援
は
、

法
改
正
後
の
移
行
期
に
お
け
る
最

重
要
課
題
の
一
つ
だ
。

自動車整備士 PR ポスター

クルマに乗る人も乗らない人も

の仕事

安心して暮らせる理由は

働きながら

スキルアップ

一生求められる技術

国家資格 地元で就職可能

全国に約92,000軒の工場

Topic

現役女性整備士に聞いてみた
自動車整備士を目指した理由を
教えてください
父親が自動車関係に従事していたこともあって、幼いころ
から自動車やバイクに興味がありました。自動車整備士を
意識しだしたのは高校2年生の進路選択時。専門学校の
パンフレットを見て楽しそうだなと思ったのがきっかけです。

自動車の検査や点検業務をメインに行っています。基本的
に男女で仕事内容に違いはありませんが、狭いところや
細かい作業が必要な場面では男性整備士よりも活躍して
います。上司や同僚とも話しやすい環境で、アドバイスを
もらいながら働いています。

女性で整備士をしていると驚かれることも多いのですが、
お客様から「女性だから話しやすい」と言われるたびに
この職業に就いてよかったと感じています。技術の向上が
目に見えてわかるのも魅力の一つで、自分ができることを
増やしていきたいです。

普段の仕事内容を教えてください

女性だからこそ感じる
自動車整備士の魅力を教えてください

入社4年目
専門学校自動車整備科卒業

2級自動車整備士

自動車整備士になろう！

自動車整備士はSDGｓ達成に必要な仕事です
あなたも自動車整備士となり、
よりよいクルマ社会を目指していきませんか？

ドラマ「自動車整備士物語」全４話

「現役整備士の密着ドキュメンタリー」

「知ってほしい！マンガでわかる自動車整備士」

自動車整備人材確保・育成推進協議会
一般社団法人日本自動車整備振興会連合会／全国自動車大学校・整備専門学校協会／全国自動車短期大学協会
一般社団法人日本自動車販売協会連合会／一般社団法人全国軽自動車協会連合会／一般社団法人日本自動車工業会／一般社団法人日本自動車連盟／
日本自動車車体整備協同組合連合会／全国自動車電装品整備商工組合連合会／
全国タイヤ商工協同組合連合会／全国オートバイ協同組合連合会／一般社団法人日本中古自動車販売協会連合会／日本自動車輸入組合／
一般社団法人自動車用品小売業協会／公益財団法人日本自動車教育振興財団／一般社団法人日本自動車会議所

スタッフ同士が談笑できる
休憩スペース。

空調が快適な女子更衣室には

大きめのロッカーも完備！

バーチャル工場体験

8:00
起床

8:30
出発

9:30
朝礼

10:00
オープン

12:00
昼休憩

13:00
勤務

18:00
クローズ

18:30
終業

19:45
帰宅

0:00
就寝

出勤日の1日のスケジュール

自動車整備士

動画で知る マンガで知る

スマートフォンやパソコンから
最先端の整備工場を360°視野で
見学できるぞ！

　

令
和
７
年
３
月
末
時
点
で
、
運

行
補
助
装
置
の
認
証
取
得
事
業
場

は
約
６
・
１
万
、
自
動
運
行
装
置
で

は
２
２
８
事
業
場
が
認
証
を
受
け

た
。
高
度
化
す
る
先
進
安
全
自
動

車
の
普
及
に
伴
い
、
整
備
現
場
で

も
ス
キ
ャ
ン
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た

診
断
が
常
態
化
し
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
整
備
料
金
の
適

正
化
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。「
標

準
作
業
点
数
表
」
や
「
故
障
診
断

適
正
運
営
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
用

い
て
、
料
金
の
透
明
性
を
確
保
し
、

不
当
な
値
引
き
競
争
に
巻
き
込
ま

れ
な
い
土
壌
を
整
え
る
こ
と
が
、

業
界
の
信
頼
性
を
高
め
る
カ
ギ
だ
。

─ 

法
制・税
制
の
要
望
と
結
果

経
営
強
化
の
た
め
の

「
攻
め
の
制
度
活
用
」を

　

税
制
面
で
は
、
長
年
の
要
望
で

あ
る
自
動
車
関
係
諸
税
の
簡
素
化

や
経
年
車
重
課
制
度
の
廃
止
に
つ

い
て
は
残
念
な
が
ら
一
部
要
望
止

ま
り
だ
っ
た
が
、
中
小
企
業
投
資

促
進
税
制
や
経
営
強
化
税
制
の
適

用
期
限
延
長
な
ど
は
認
め
ら
れ
た
。

　

４
０
０
０
超
の
整
備
業
が
「
経

営
力
向
上
計
画
」
に
認
定
さ
れ
、

最
新
設
備
投
資
へ
の
弾
み
が
つ
い

て
い
る
。

　

現
場
か
ら
は
「
制
度
が
あ
っ
て

も
情
報
が
届
か
な
い
」
と
い
う
声

も
多
い
。
日
整
連
で
は
各
整
備
振

興
会
を
通
じ
、
制
度
活
用
の
た
め

の
勉
強
会
や
デ
ー
タ
提
供
を
続
け

て
い
る
。
攻
め
の
投
資
を
た
め
ら

わ
な
い
経
営
体
質
を
い
か
に
つ
く

る
か
、
税
制
は
そ
の
一
助
に
す
ぎ

な
い
が
、
大
き
な
後
押
し
だ
。

─ 

行
政
協
力
と
交
通
安
全

社
会
全
体
の
安
全
に
寄
与
す

る
役
割
を
再
確
認

　

行
政
と
の
連
携
で
は
、
大
型
車

の
車
輪
脱
落
事
故
防
止
を
は
じ
め
、

事
故
車
排
除
業
務
の
研
修
な
ど
、

ユ
ー
ザ
ー
が
安
心
し
て
公
道
を
走

れ
る
環
境
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い

る
。
大
型
車
輪
脱
落
事
故
に
つ
い

て
は
検
討
会
を
継
続
開
催
し
、
関

係
機
関
と
連
携
し
た
啓
発
活
動
を

徹
底
し
た
。

　

ま
た
、
タ
カ
タ
製
エ
ア
バ
ッ
グ

対
応
、
熱
中
症
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
、
下
請
取
引
適
正
化
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
る
行
政
協
力
を
通
じ
て
、

整
備
業
の
社
会
的
責
任
を
果
た
す

姿
勢
が
見
え
る
。
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─ 

整
備
技
術
の
高
度
化

「
技
能
は
誇
り
」
大
会
開
催
と

新
Ｏ
Ｂ
Ｄ
検
査
対
応

　

自
動
車
整
備
技
術
者
認
定
の
普

及
、
新
資
格
制
度
対
応
の
教
科
書

作
成
、
ス
キ
ャ
ン
ツ
ー
ル
研
修
、

Ｏ
Ｂ
Ｄ
検
査
対
応
…
技
術
力
向
上

の
取
り
組
み
は
枚
挙
に
い
と
ま
が

な
い
。

　

第
24
回
全
日
本
自
動
車
整
備
技

能
競
技
大
会
で
は
北
見
チ
ー
ム
が

優
勝
し
、
国
土
交
通
大
臣
表
彰
を

受
け
た
。
競
技
を
通
じ
て
整
備
士

の
技
術
の
高
さ
を
可
視
化
す
る
こ

と
は
、
若
手
技
術
者
の
誇
り
を
高

め
る
大
切
な
機
会
で
も
あ
る
。

─ 

結
び

「
変
革
期
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え

る
」
た
め
に
問
わ
れ
る
覚
悟

　

１
０
０
年
に
一
度
の
変
革
期
は
、

ピ
ン
チ
で
あ
る
と
同
時
に
最
大
の

成
長
機
会
で
も
あ
る
。
喜
谷
会
長

が
語
っ
た
よ
う
に
、
事
業
運
営
の

効
率
化
、健
全
な
経
営
、人
材
確
保
、

そ
し
て
電
子
制
御
化
や
Ｏ
Ｂ
Ｄ
検

査
な
ど
の
技
術
革
新
。
こ
の
両
輪

を
進
め
る
鍵
は
、
組
織
力
と
現
場

の
柔
軟
性
に
他
な
ら
な
い
。

─ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
と
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ

活
用

電
子
保
適
証
が
１
億
件
突
破

整
備
現
場
の
Ｄ
Ｘ
は

こ
こ
ま
で
進
ん
だ

　

継
続
検
査
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は
、
令
和
７

年
３
月
末
時
点
で
電
子
保
適
証
登

録
枚
数
が
１
億
を
突
破
し
、
代
理

申
請
も
年
間
２
１
０
０
万
件
を
超

え
た
。
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
は
月
平
均

１
１
８
万
回
の
利
用
が
あ
り
、
標

準
作
業
点
数
表
、
サ
ー
ビ
ス
デ
ー

タ
、
故
障
整
備
事
例
と
い
っ
た
コ

ン
テ
ン
ツ
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
も
進

む
。
ま
た
、
放
置
違
反
金
滞
納
車

情
報
照
会
シ
ス
テ
ム
の
照
会
件
数

は
累
計
２
９
０
０
万
件
。
入
会
申

込
書
の
電
子
化
や
、
電
子
車
検
証

対
応
に
お
け
る
ス
マ
ホ
認
証
端
末

の
配
布
な
ど
、
地
味
な
が
ら
着
実

な
Ｄ
Ｘ
が
現
場
の
業
務
負
担
を
軽

減
し
て
い
る
。

─ 

環
境
保
全
と
リ
サ
イ
ク
ル

部
品

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の

整
備
業
の
役
割

　

２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
、
整
備

業
も
行
動
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

Ｃ
Ｏ
２
削
減
目
標
は
令
和
12
年
度

日整連 第117 回定時総会｜Featured articles

継続検査OSS（令和 7 年 3 月末現在）

登録済み事業者数：9,493事業者

代理申請利用件数：21.035,104件
※内登録車：12,820,624 件
※内軽自動車：8214,480 件

保適証サービス（令和 7 年 3 月末現在）

登録済み事業者数 :14,388事業者

登録済み事業場数：27,744事業場

電子保適証登録枚数：102,071,094枚

特定整備認証取得事業場数
（令和 7 年 3 月末現在）

運行補助装置：61,676事業場

自動運行装置： 228事業場

ま
で
に
15
％
削
減
と
し
、
環
境
家

計
簿
を
活
用
し
た
排
出
量
把
握
を

進
め
た
。
リ
サ
イ
ク
ル
部
品
の
普

及
で
は
、
損
保
協
会
や
リ
サ
イ
ク

ル
部
品
協
議
会
と
連
携
し
、
ユ
ー

ザ
ー
へ
の
説
明
資
料
を
整
備
振
興

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。
廃
車

処
理
の
適
正
化
、
環
境
法
令
対
応

も
着
実
に
進
ん
で
い
る
。

─ 

ユ
ー
ザ
ー
啓
発

点
検
整
備
の
重
要
性
を

「
自
分
ご
と
」
に

　
「
異
常
な
し
、
聞
き
に
行
こ
う
よ

マ
イ
カ
ー
点
検
」。
こ
の
親
し
み
や

す
い
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
た
マ
イ

カ
ー
点
検
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
全

国
３
２
５
の
セ
ル
フ
式
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
で
の
動
画
広
告
、
高
速

道
路
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
で
の

Ｃ
Ｍ
展
開
な
ど
、
様
々
な
媒
体
を

活
用
し
て
い
る
。

　

点
検
教
室
は
年
間
４
・
３
万
人
が

受
講
し
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
救
援
利
用
者
へ

の
啓
発
チ
ラ
シ
配
布
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

ス
タ
ン
プ
配
布
な
ど
、
手
法
も
多

様
だ
。「
点
検
は
面
倒
で
は
な
く
、

自
分
と
家
族
の
命
を
守
る
た
め
の

行
為
」
と
伝
え
る
に
は
、
発
信
の

言
葉
選
び
が
問
わ
れ
る
。

　
「
守
る
べ
き
も
の
を
守
り
、
変
え

る
べ
き
も
の
を
恐
れ
ず
変
え
て
い

く
」。
日
整
連
の
令
和
６
年
度
事
業

報
告
に
は
、
そ
の
精
神
が
色
濃
く

宿
っ
て
い
る
。

　

こ
の
一
歩
一
歩
の
積
み
重
ね

が
、
私
た
ち
自
動
車
ア
フ
タ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
携
わ
る
す
べ
て
の
人
に

と
っ
て
の
未
来
を
形
づ
く
る
の
だ
。
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Featured articles｜イサム塗料特約店研修会

　イサム塗料株式会社は 2025 年度
の特約店研修会を開催し、自動車整
備業界を取り巻く最新の動向や法改
正への対応について幅広く情報を共
有した。会場には多くの関係者が集
まり、労働安全衛生法改正への対応、
熱中症対策の義務化、工賃単価をめ
ぐる業界の交渉状況、同社が進める
情報発信の取り組み、そして同社製
品を使用した塗装実演が行われた。

年々重要になるリスクアセスメント
　まず取り上げられたのは、労働安
全衛生法改正による規制強化だ。有
機溶剤や特定化学物質を対象とする
リスクアセスメントはすでに義務化
されているが、対象物質は年々増加
しており、2024 年度には約 2700
物質、今年度には 2800 物質を超え
る見込みだ。作業記録の 30 年保存
や化学物質管理者の専任など 7 項
目が強化され、事業者には従業員の
安全確保に向けた一層の対応が求め
られている。イサム塗料では、会員
向けに法令対応ツールや安全データ
シートを提供するなど、現場でのリ
スクアセスメントを支援している。

職場における熱中症の実態
　次に、6 月から義務化された職場
の熱中症対策が説明された。災害件
数は年々増加傾向にあり、報告体制
の整備、重篤化防止手順の策定、作
業者への周知が義務とされた。実際
の対策として WBGT 指数を測定で
きる機器の導入や、掲示物を活用し
た周知が紹介され、イサム塗料は対

イサム塗料イサム塗料
2025年度特約店研修会を開催2025年度特約店研修会を開催
業界動向とより重要となる法改正への対応業界動向とより重要となる法改正への対応

策ポスターを配布している。

工賃単価をめぐる業界の交渉状況
　さらに、注目を集めたのは工賃単
価をめぐる業界動向だ。自動車整備
事業者数と従業員数は増加を続け、
認証取得率も高まっている。その中
で、2023 年以降、団体と損害保険
会社との協議が進展し、2025 年 4
月には 30 年ぶりに団体協約が締結
された。工賃単価は平均 18.8％上
昇し、今後も他の保険会社との協定
が進むと予測されている。これは業
界全体の収益構造に大きな転換点を
もたらす動きといえる。

情報発信の取り組み
　また、イサム塗料の情報発信活動
も紹介された。同社が毎月発行して
いる「アローニュース」では法令対
応や新しい塗装技術、カラーチェッ
クによる最新色情報を提供。公式
YouTube チャンネルでは新製品の
使用法や高度な塗装技術を動画で解
説し、研修やイベント情報も発信し
ている。こうした多面的な取り組み
は、特約店や整備現場にとって現場
の作業員に直結するサポートとなっ
ている。

塗装実演
　研修会では、同社製品を使った塗

装の実演も行われた。カタログス
ペックだけでは分からない質感や、
速度間などが一目瞭然ということも
あり、参加者は資料を手元に熱心に
見入っていた。

まとめ
　今後の課題として「安全と品質を
守りながら新たな環境変化に対応す
ること」が強調された。参加者から
は「法改正や価格交渉の動きを具体
的に知ることができ有意義だった」

「現場で役立つツールが提供されて
安心できる」といった声が寄せられ
た。
　今回の特約店研修会は、業界全体
に押し寄せる法規制強化と市場環境
の変化を見据え、特約店とともに未
来への歩みを確認する場となった。
イサム塗料は今後も最新情報の発信
と現場支援を通じて、自動車整備業
界の持続的発展を後押ししていく考
えだ。
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株
式
会
社
バ
ン
ザ
イ
が
支
援
す
る

自
動
車
整
備
事
業
者
組
織
「
Ｍ
Ｓ
Ｃ
感

動
夢
工
場
」
は
、
去
る
６
月
19
日
に
第

４
回
定
時
総
会
・
第
７
回
研
究
会
を
開

催
し
た
。
総
会
は
定
足
数
を
満
た
し
た

た
め
成
立
。
２
０
２
４
年
度
事
業
報
告

を
は
じ
め
と
し
て
複
数
の
議
案
が
挙

げ
ら
れ
た
が
、
全
て
承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
冒
頭
で
会
長
の
小
川
慶
一
氏

は
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
会
員
へ
の
感

謝
を
述
べ
た
う
え
で
、
自
動
車
整
備
業

界
の
最
新
動
向
に
つ
い
て
言
及
し
た
。

　
特
に
大
き
な
課
題
と
し
て
、
自
動
運

転
車
の
整
備
に
は
一
級
自
動
車
整
備

士
資
格
が
必
須
と
さ
れ
る
規
則
改
正

案
に
触
れ
、
現
場
へ
の
大
き
な
影
響
が

出
る
こ
と
を
懸
念
し
た
。
新
た
な
規
則

で
は
、
自
動
運
行
装
置
を
備
え
る
自
動

車
を
検
査
す
る
に
は
現
行
要
件
に
加

え
、
一
級
自
動
車
整
備
士
の
資
格
が
必

須
と
さ
れ
、
令
和
11
年
４
月
か
ら
施
行

予
定
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
指

定
整
備
工
場
で
は
、
一
級
資
格
を
持
つ

人
材
を
必
ず
配
置
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
資
格
を
持
た
な
い
整
備
士
は
自
動

運
転
車
に
触
れ
な
く
な
る
と
い
う
大

き
な
問
題
が
出
て
く
る
。

　

令
和
６
年
６
月
末
時
点
で
の
一
級

自
動
車
整
備
士
は
１
万
５
千
人
程
と

さ
れ
て
お
り
、
全
国
に
９
万
以
上
の
自

動
車
整
備
事
業
者
が
あ
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
そ
の
人
数
は
全
く
足
り
て
い

な
い
。
働
き
な
が
ら
一
級
資
格
を
取
得

す
る
の
は
容
易
で
な
く
、
現
場
に
と
っ

て
は
大
き
な
負
担
と
リ
ス
ク
に
な
る

こ
と
は
明
白
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
そ

の
た
め
業
界
団
体
を
通
じ
て
、
二
級
整

備
士
や
そ
れ
に
準
じ
た
検
定
合
格
者

も
対
応
で
き
る
よ
う
制
度
変
更
を
求

め
、
現
実
的
な
解
決
策
を
模
索
し
て
い

く
と
説
明
。
こ
う
し
た
課
題
を
共
有
し

つ
つ
、
参
加
者
に
協
力
と
理
解
を
呼
び

か
け
た
。

　
ま
た
、
第
７
回
研
究
会
と
し
て
株
式

会
社
フ
ォ
ー
バ
ル
事
業
承
継
支
援
部

長
の
山
田 

健
一
氏
が
登
壇
し
「
経
営

者
が
考
え
る
次
の
一
手
、
自
動
車
ア
フ

タ
ー
業
界
経
営
者
が
知
る
べ
き
具
体

策
」
と
題
し
て
講
演
。
自
動
車
ア
フ

タ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
業
界
の
現
状
と
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
詳
し
く
語
っ

た
。

　
山
田
氏
は
ま
ず
、
業
界
に
は
大
き
く

５
つ
の
課
題
が
あ
る
と
し
、
①
若
者
の

車
離
れ
や
免
許
人
口
減
少
、
カ
ー
シ
ェ

ア
や
レ
ン
タ
カ
ー
普
及
な
ど
に
よ
る

需
要
減
少
や
経
営
悪
化
、
②
整
備
学
校

入
学
者
の
減
少
や
高
齢
化
に
よ
る
人

材
不
足
、
③
Ｅ
Ｖ
・
自
動
運
転
・
Ｓ
Ｄ

Ｖ
化
な
ど
急
速
な
技
術
革
新
、
④
後

継
者
不
在
問
題
、
⑤
ビ
ッ
グ
モ
ー
タ
ー

問
題
に
端
を
発
す
る
業
界
不
信
と
コ

MSC感動夢工場
第4回定時総会・第７回研究会を開催

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
対
応
を
挙
げ
た
。
こ

れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
、
経
営
者
が

選
べ
る
道
は
「
自
前
で
の
成
長
」「
他

社
と
の
連
携（
Ｍ
＆
Ａ
）」「
現
状
維
持
」

の
３
つ
し
か
な
い
と
指
摘
。
特
に
現
状

維
持
は
実
質
的
に
変
化
に
対
応
で
き

な
い
後
退
を
意
味
す
る
た
め
、
補
助
金

の
活
用
や
人
材
育
成
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
業

務
活
用
な
ど
、
前
向
き
な
投
資
と
変
革

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
強
調
し
た
。

　
さ
ら
に
山
田
氏
は
、
経
営
者
が
避
け

て
通
れ
な
い
事
業
承
継
に
つ
い
て
も

言
及
。
承
継
の
選
択
肢
は
、
親
族
承

継
・
従
業
員
承
継
・
Ｍ
＆
Ａ
・
上
場
・

廃
業
の
い
ず
れ
か
に
限
ら
れ
る
と
し
、

特
に
中
小
企
業
で
は
後
継
者
不
在
率

が
依
然
と
し
て
高
い
こ
と
か
ら
、
Ｍ
＆

Ａ
が
急
速
に
増
加
し
て
い
る
現
状
を

紹
介
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
円
滑
な
承

継
の
た
め
に
は
早
期
に
企
業
価
値
を

把
握
し
、
資
産
や
利
益
を
時
価
で
正
し

く
評
価
し
て
お
く
こ
と
が
不
可
欠
だ

と
説
い
た
。

　

講
演
の
結
び
と
し
て
、
山
田
氏
は

「
経
営
者
は
日
々
の
経
営
努
力
を
続
け

な
が
ら
も
、常
に
“
引
退
か
ら
の
逆
算
”

を
意
識
し
て
承
継
戦
略
を
立
て
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え
た
。
そ
し
て

「
早
め
の
準
備
と
専
門
家
の
知
見
を
取

り
入
れ
る
こ
と
が
、
会
社
を
守
り
、
従

業
員
や
地
域
に
責
任
を
果
た
す
唯
一

の
道
で
あ
る
」
と
呼
び
か
け
た
。

MSC 感動夢工場会長　小川 慶一氏株式会社フォーバル　山田 健一氏



17   

TO
PIC

S

業界情報

業界情報

バンザイ、第99期で過去最高益を達成
新体制で第 100 期の営業戦略へ

RUM アライアンス、
新事業検証に向けた連携を加速

　株式会社バンザイはこのほど定例プレス懇談会
を開催し、第 99 期決算概要と第 100 期の経営方
針、新商品戦略を発表した。前期の売上高は411億
7400 万円と前年を大きく上回り、営業利益・経常利
益ともに創業以来最高を記録。整備工場の改築や老
朽設備更新、省力化投資が追い風となり、車検機
器や環境整備機器の販売が好調に推移した。

　RUMアライアンス（全国都市鉱山資源供給者連盟：
以下 RUM）は、去る７月16日に７月定例会を開催
した。RUMでは新事業の実行に向けた動きを本格
化させている。産官学それぞれの協力候補先との合
意形成を進め、9月の総会で成果を報告する予定だ。
詳細については、RUMメンバーとも意見交換を行い、
10月以降の事業検証フェーズでの協力体制を固めて
いくとしている。現在、市や大学をはじめ複数の企
業と協議が予定されていることが明かされた。
　意見交換では、新規事業についての意見が多く交
わされた。一例としてホームページやパンフレットで
発信することの重要性、協力先企業やメーカーへの
アプローチ強化が挙げられた。さらに、出口戦略の
明確化や政策連携、公募事業への応募も議題となり、
活動の実効性を高める取り組みが求められている。
広報活動については、HPの更新やアクセス解析、

　一方、第 100 期は受注水準の安定を維持しつつ
も、大型投資の一巡や人件費上昇を見込み、売上
382 億円、営業利益 13 億円と慎重な計画を策定し
た。組織面では役員人事を一部刷新し、営業・管
理両部門の体制強化を図る。営業戦略では重点顧
客への営業集中、販売店支援強化、サービス現場
での安全対策推進を掲げ、商品分野では品質向上
と競争力ある調達に注力する。
　また、新商品としてモータリング装置内蔵型トリプ
ルテスターや安全装置付きリフト、EV用急速充電
器など 8品目を発表。いずれも整備現場の効率化
と安全性向上を目指したラインアップで、業界のニー
ズに応える姿勢を鮮明にした。
　懇談会では、オートサービスショー2025 の成果
や整備工場投資の動向にも言及し、整備業界の変
化を見据えた取り組みを強調した。

工場見学の実
施報告が行わ
れ た。RUM メ
ンバーが主催す
る、去年好評を
博し本年も開催
されたサステナ
ブルフェスティバ
ルについて実施したアンケート結果などを発表した。
　また、RUMでは多くの業界関係者と出会うこと
のできるエコプロ出展も継続し、資源循環に関する
意識調査を通じてデータ蓄積を進めていく。次回の
エコプロでは、活動紹介やパンフレット刷新に加え、
資源循環に関する意識調査も引き続き実施し、得ら
れたデータの分析を今後の活動に活かしていきたい
とした。
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各種ご相談、顧問契約の締結は　https://www.kohwa.or.jp 法 務 相 談 室
中澤 雄仁   光和総合法律事務所／弁護士
各分野に精通した約 40 名の弁護士のネットワーク、スタッフ力を生かし様 な々法律問題に対し迅速かつ的確に対応している。趣味はブラジリアン柔術。

中澤 雄仁弁護士の中澤 雄仁弁護士の

運転支援システムを搭載した自動車が
事故を起こしてしまった場合、

（運転手だけではなく）自動車メーカー
についても損害賠償責任を負うのか。

　先日、アメリカのフロリダ州の裁判所において、テ
スラ社の運転支援システム「オートパイロット」を
搭載した自動運転中の自動車の事故について、テス
ラ社に 2億 4,300 万ドル（約 360 億円）の損害賠償が
認められたことが報道されていました。
　報道によると、この判決は最近起こった事故に関
する判断ではなく、2019 年に起こった事故に関する
裁判で、オートパイロット機能を利用して一般道を
走行中の車が信号や標識を無視して、時速 100 キロ
で交差点に進入し、駐車中の車に衝突して、その付
近にいた被害者をひいてしまった事案のようです。
　そのような高速での交差点への進入や、車との衝
突に際して、オートパイロットが警告音を鳴らした
り、自動ブレーキによる制御が行われなかったといっ
た事情があるようで、被害者がテスラ社に対して損
害賠償を請求していた事案になります。

　約 360 億円の損害賠償の中には、懲罰的損害賠償
という日本では認められていない費目も含まれてい
るため、このような巨額な損害賠償が日本で認めら
れることはありません。その点を措くとして、この
オートパイロット機能は、自動運転のレベル 2（自動
運転のレベルは、1～ 5までに分類されており、レベ
ル 5は完全自動化）のものです。
　レベル 2の自動運転は、アクセル、ブレーキ、ハン
ドル操作の一部が自動運転で行われるものの、あく
までも、ドライバーが運転の主体としての役割を担っ
ています。ドライバーが運転の主体のため、そのよ
うな事案では、一般的には運転ミスなどが事故の原
因であるとされ、メーカー側の責任が認められるケー

スは少ないです（なお、この裁判でも、補償的損害
賠償のうち、67% は運転手が負担し、33% をテスラ
が負担すべきとしているようです）。

　オートパイロットはすでに世界中で導入が進んで
いますので、オートパイロットの不具合が認められ
た場合に、メーカー側が事故の責任を負うことを認
めた、裁判所の判断がメーカーに与える影響は大き
いです。なお、テスラ社は、この判断を不服として
控訴しているようです。
　また、事故が起こった当時に比べ、昨今、自動運転
の技術は急速に発展しており、最近では、アメリカ
で運転手不在のロボタクシー（自動運転タクシー）が、
公道デビューしたといった報道もなされています。ド
ライバーが運転の主体となるレベル 2の段階ですら、
メーカーの責任が認められるのであれば、ドライバー
不在のロボタクシーで事故が起こった場合、メーカー
側の責任が認められる可能性はより一層高いと言え
ます。ロボタクシーについても、車線の誤進入や、制
限速度超過、想定外の急ブレーキといった不具合が
生じていたと報道されており、まだまだ安全な状況
とは言えません。
　自動運転の導入を拙速に進め、自動運転のリスク
を軽視することは本末転倒です。レベル 2ですらメー
カー側が責任を負うとの判断は、メーカー側に、安全
性をより重視すべきことを再認識させるものになっ
たと言えます。



ホームページのご相談は ▶ http://digitalconvergence.jp
整備工場のためのインターネット活用講座

関谷 秋彦　
中古車店・整備工場専門のホームページ制
作会社。代表取締役兼 WEB ディレクター。
元ディーラーフロントマン。中古車店・整備
工場専門のホームページ制作会社を経営し、
顧客は全国に数十社。中古車販売店や整備
工場のホームページ制作を行う傍ら、顧客
フォローや集客のアドバイスを行っている。

中古車店・整備工場専門のホームページ制作会社

有限会社 デジタル・コンバージェンス
中古車店や整備工場へ「成果の出るホームページ」を制
作しているインターネット販売のプロフェッショナル。

整備工場のためのインターネット活用講座

http://seibikai.digitalconvergence.jp
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リピーターが、勝手に工場の宣伝マンになる
仕掛けとは？
　お客さんがあなたの整備工場のことを、勝手に宣
伝してくれる、これほどありがたいことはありませ
ん。広告費ゼロで、しかも実際の体験談付きで広ま
るわけですから集客には非常に強力です。
　お客さんが整備工場のことを「話したくなる」具
体的な仕掛けを 3つ紹介します。

次回予約＋紹介キャンペーン
　整備や車検の引き渡し時に、次回予約を促すのはす
でに多くの工場が実践しています。ここに「紹介特典」
を組み合わせると、紹介率は一気に上がります。「次
回予約してくれた方にオイル交換 1,000 円引き。さら
に友人を紹介いただくと、紹介者と新規の方の両方
にクーポン進呈」など、名刺サイズの紹介カードや、
LINE で送れるシェア用URL を用意すれば、お客さ
んは手間なく友人に渡すことができます。

SNS 投稿促進のひと工夫
　「今日、車検終わりました！」という SNS 投稿は、
お客さんにとっても良い投稿材料になります。工場
で SNS 向けの写真を撮って、その画像を納車時にプ
レゼントします。すると投稿してもらえる確率が上
がります。「〇〇様、車検完了です！」と書かれたボー
ドを持ったスタッフとの記念撮影などもいいです。さ
らに、SNS 投稿してくれた方にオイル交換割引や粗
品を進呈すると、さらに投稿が広がり工場の存在が
お客さんの友人ネットワークに拡散されます。

整備後レビュー依頼で信頼度アップ
　Google マップや HP への口コミレビューは、見込
み客が工場を選ぶ際の大きな判断材料になります。
整備完了時に「もし良ければレビューお願いします」
と声をかけることはもちろん、QRコードを印刷した
カードを渡すと、その場でスマホから書きやすくな
ります。単に「お願いします」と依頼するのではなく、
「〇〇様のお声が、同じように工場探しで悩んでいる
方の助けになります」といった「社会的意義」を添
えると一気に協力率が高まります。

仕掛けは仕組み化すること
　あなたの顧客を営業スタッフに変身させるために
は、日々の業務に組み込む仕組み化が重要です。仕
組みにしておかないと、従業員が対応できません。
・	紹介特典のルールと渡すためのカードやクーポン
を常備する

・	整備後写真を撮るオペレーションを全員に徹底する
・	レビュー依頼のQRカードを常に渡す
　こうした仕組みを日常業務に組み
込めば、広告費なしで毎月自然に新
規顧客を集めることができます。
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COUPON

COUPON

COUPON

COUPON

COUPON

COUPON

クーポンの有効期限は令和7年9月30日までとな
ります。
1社様、1回限りのご利用になります。

お買い得クーポンCOUPON
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